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解説します

は
、
血
液
検
査
や
便
培
養
、
内
視
鏡
検
査

の
所
見
や
病
理
学
的
な
所
見
に
て
診
断
し

ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
内
視
鏡
検
査
で

は
、
お
な
か
の
張
り
を
抑
え
る
た
め
に
炭

酸
ガ
ス
送
気
装
置
を
用
い
た
り
、
鎮
静
剤

を
使
用
し
た
り
し
て
患
者
さ
ん
の
負
担
を

軽
減
し
、
苦
痛
の
な
い
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
軽
症
が
６
割
を
占
め

て
お
り
、
初
期
治
療
は
「
５ｰ

Ａ
Ｓ
Ａ
製

剤（
５
ア
ミ
ノ
サ
リ
チ
ル
酸
）」
の
投
与
が

第
一
選
択
と
な
り
ま
す
。
錠
剤
や
顆
粒
、

座
薬
、
肛
門
か
ら
直
接
薬
剤
を
注
入
す
る

注
腸
製
剤
な
ど
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
症

状
や
病
変
の
範
囲
に
応
じ
て
使
い
分
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
５ｰ

Ａ
Ｓ
Ａ
製
剤
に

て
効
果
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
ス
テ
ロ
イ

ド
を
使
用
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
長

期
間
使
用
す
る
こ
と
で
副
作
用
を
誘
発
す

る
こ
と
が
あ
り
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
減
量
、
中
止
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
数
年
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
新

薬
や
新
た
な
治
療
法
が
開
発
さ
れ
、
保
険

適
用
も
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば

生
物
学
的
製
剤
は
炎
症
に
関
与
し
て
い
る

物
質
に
直
接
作
用
す
る
治
療
薬
で
、
Ｔ
Ｎ

Ｆ
α
や
Ｉ
Ｌｰ 

12
、
23
な
ど
の
働
き
を
抑

え
る
も
の
や
、
リ
ン
パ
球
の
大
腸
組
織
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
作
用
の
薬
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
副
作
用
が
懸
念
さ
れ
る
患
者
さ
ん

に
は
血
球
成
分
吸
着
除
去
療
法
と
い
う
治

療
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
薬
や
治

療
法
の
登
場
に
よ
り
、
以
前
は
大
腸
の
全

摘
手
術
が
必
要
で
あ
っ
た
難
治
例
で
も
手

術
を
回
避
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
治
療
の
選
択
肢
は
増
え
た
も
の

の
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
生
物
学
的
製
剤

を
使
う
か
な
ど
の
決
ま
り
は
な
い
た
め
、

か
か
り
つ
け
医
で
治
療
を
進
め
る
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
早
期
に
診
断
で
き
れ
ば
治
療
の
選

択
肢
が
広
が
り
、
生
活
の
質
を
落
と
さ
な

い
よ
う
な
治
療
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

下
痢
を
繰
り
返
す
、
腹
痛
が
長
引
い
て
い

る
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
Ｉ
Ｂ
Ｄ
を

疑
い
、
経
験
豊
富
な
専
門
医
を
早
め
に
受

診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ど
く
、
１
日
に
20
回
以
上
ト
イ
レ
に
駆

け
込
ん
だ
経
験
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
例
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
症
状
が
悪
化
す
る
と
、

体
重
減
少
や
発
熱
な
ど
の
全
身
症
状
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

食
生
活
や
腸
内
環
境
の
変
化
、
免
疫
シ

ス
テ
ム
の
過
剰
反
応
な
ど
が
原
因
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現

在
の
と
こ
ろ
完
治
さ
せ
る
治
療
法
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
た
め
、
適
切
な
治
療
に
よ

り
「
寛
解
へ
導
く
」
こ
と
、
そ
し
て
、
適

切
な
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
で
再
燃
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、「
寛
解
を
維
持
す
る
」

こ
と
が
治
療
の
目
標
と
な
り
ま
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
症
状
は
個
々
の
患
者

さ
ん
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
他
の
消
化

器
疾
患
と
似
た
症
状
も
含
む
た
め
、
比
較

的
診
断
が
難
し
い
病
気
で
す
。
診
断
は
、

厚
生
労
働
省
が
発
行
す
る
「
潰
瘍
性
大
腸

炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
診
断
基
準
・
治
療
指

針
」
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。
具
体
的
に

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
、
大
腸
に
炎
症
が
起

き
る
原
因
不
明
の
慢
性
疾
患
で
す
。
大
腸

や
小
腸
な
ど
の
消
化
管
に
同
じ
よ
う
に
炎

症
が
起
き
る
ク
ロ
ー
ン
病
と
と
も
に
炎
症

性
腸
疾
患（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）と
呼
ば
れ
、
難
病
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
統

計
で
は
国
内
に
22
万
人
以
上
の
患
者
さ
ん

が
い
ま
す
。
ち
な
み
に
ク
ロ
ー
ン
病
患
者

は
約
７
万
人
お
り
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
と
し
て
は
30

万
人
の
患
者
が
国
内
に
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
も
多
い
発
症
年
齢
は
男
性
が
20
〜
24

歳
、
女
性
は
25
〜
29
歳
で
あ
り
、
中
学
生

や
高
校
生
で
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
60
歳
以

上
で
発
症
す
る
報
告
も
増
え
て
き
て
お
り
、

年
齢
を
問
わ
な
い
病
気
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
主
な
症
状
は
、
腹
痛

や
下
痢
、
軟
便
、
血
便
な
ど
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）が
大
き
く
下
が
っ
て
し
ま
う

の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
下
痢
の
症
状
が

潰
瘍
性
大
腸
炎

新
薬
の
登
場
で
治
療
成
績
が
向
上

腹
痛
や
下
痢
が
続
く
場
合
は
専
門
医
へ

若
い
世
代
の
発
症
が
多
い
の
も
特
徴

治
療
は
寛
解
状
態
の
維
持
が
目
標

大腸に原因不明の炎症が起きる、患者数が増え続ける指定難病
根治治療はないが、炎症を抑える新薬や治療法が登場

札幌IBDクリニック
院長

田中 浩紀氏
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理事長・院長　田中 浩紀

https://sapicl.com/
011-213-0397TEL.

札幌市中央区南１９条西８丁目１-１８
山鼻ドクタータウン２F

●

セブン
イレブン

至静修学園前駅↑ 札幌
南高

山
鼻
19
条
駅

　市
電

8989
★

当院

・市電「山鼻１９条」停留場から徒歩５分
・じょうてつバス「南１９西１１」停留所から徒歩５分
・地下鉄南北線「幌平橋」駅から徒歩１５分
・敷地内駐車場/近隣にコインパーキング有

アクセス

完全予約制

9:30～12:30

14:30～17:00

17:00～18:30

受付時間 月

○

○

-

火

○

○

○

水

-

-

-

木

○

○

○

金

○

○

○

土

○

○

-

休診日／日曜･祝日･水曜
※受付は診療終了15分前まで

IBD専門（潰瘍性大腸炎・クローン病）

医療法人

内科・消化器内科・胃腸内科

　

指
定
難
病
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｂ
Ｄ
を
専

門
と
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
２
０

２
０
年
９
月
に
開
院
し
た
「
札
幌
Ｉ

Ｂ
Ｄ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」。
Ｉ
Ｂ
Ｄ
と
は

消
化
管
に
炎
症
が
起
き
る
炎
症
性
腸

疾
患
の
こ
と
で
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
と

ク
ロ
ー
ン
病
を
指
す
総
称
だ
。
現
在
、

同
院
に
は
数
多
く
の
潰
瘍
性
大
腸
炎

患
者
、
ク
ロ
ー
ン
病
患
者
が
通
院
。

田
中
浩
紀
院
長
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｄ
は
難
病

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら

現
在
の
医
療
で
は
完
治
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
適
切
な
治

療
を
続
け
る
こ
と
で
、
普
通
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

診
断
が
難
し
い
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
た
め
に
、

消
化
管
造
影
検
査
、
消
化
管
超
音
波

検
査
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
、
バ

ル
ー
ン
小
腸
内
視
鏡
検
査
な
ど
を
導

入
。
苦
痛
の
少
な
い
検
査
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
生

物
学
的
製
剤
の
点
滴
治
療
や
血
球
成

分
除
去
療
法
な
ど
の
治
療
法
に
も
対

応
。
状
態
に
合
わ
せ
、
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
内
科
的
治
療
を
提
案
す
る
。

　

田
中
院
長
は
「
症
状
に
よ
っ
て
軽

い
治
療
で
済
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

異
変
を
感
じ
た
ら
早
め
に
受
診
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

医療法人

https://sapicl.com/

2011-213-0397（完全予約制）
札幌IBDクリニック 札幌市中央区南19条西8丁目1-18

山鼻ドクタータウン2F

診療時間／月・土  ９:30～12:30　14:30～17:00
火・木・金	 9:30～12:30　14:30～18:30
※受付は診療終了15分前まで
休診日／水曜・日曜・祝日
最寄りアクセス／市電山鼻１９条停留場から徒歩５
分、じょうてつバス南１９西１１停留所から徒歩５分、地
下鉄南北線幌平橋駅から徒歩１５分　敷地内駐車
場・近隣にコインパーキング

指
定
難
病
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

疾
患
に
精
通
し
た
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
が
全
力
サ
ポ
ー
ト

1999年札幌医科大
学卒業。同大附属病
院、札幌厚生病院など
を経て2020年開院。
日本消化器病学会認
定消化器病専門医。
日本消化器内視鏡学
会認定消化器内視
鏡専門医。医学博士

院　長田中 浩紀氏

受付には院長自慢の水槽を設置。病院らしくない雰囲気で「リラックスでき
る」と患者にも好評だ


